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西網走漁協

國分　豊子さん

・カット乾燥わかめ・・・１０ｇ
・ほたて（貝柱）・・・６～８個
・塩、こしょう・・・各少々
・片栗粉・・・小さじ１
・サラダ油・・・大さじ１
・ごま油・・・大さじ１

・梅肉・・・大さじ１・１/２
・しょうゆ・・・小さじ１/２
・酒・・・大さじ１/２
・みりん・・・大さじ１/２

今回は「ほたてとわかめの梅肉炒め」をご紹介し
ます。乾燥はもちろん、余らせることの多い塩蔵
わかめを塩抜きしたものでもおいしく作ることが
できます。ごま油と梅肉で炒めることで香ばしく、
さっぱりした味に仕上がりますよ。

材料（4人分）

ほたてとわかめの
梅肉炒め

さっぱりとした味で、夕食の一皿にも、お酒のお供にも

浜のおかあさん

レシピ

乾燥わかめは、水で戻し、水けを切っておく。
ほたては厚みを２等分し、塩、こしょうをして片
栗粉を軽くまぶす。
フライパンにサラダ油を温め、ほたての両面をこ
んがりと焼き、取り出す。
フライパンにごま油を足し、戻したわかめを加え
て炒め、油がなじんだら混ぜ合わせたＡを加えよ
く炒める。ほたてを戻してあえたら出来上がり。

❶
❷

❸

❹

作り方

平成30年度 ぎょれん事業計画－後編－
北海道の海の安全を守る
第一管区海上保安本部 ～前編～
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ま
す
ね
。

　
ま
た
、
心
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る

癒
し
の
ホ
ル
モ
ン
「
セ
ロ
ト
ニ
ン
」、

や
る
気
や
集
中
力
を
高
め
る
「
ド
ー

パ
ミ
ン
」、
脳
の
興
奮
を
抑
制
す
る

「
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
（
ギ
ャ
バ
）」
な
ど
神
経

伝
達
物
質
の
合
成
も
促
し
ま
す
。

　
皮
膚
炎
を
予
防
す
る
こ
と
か
ら
発

見
さ
れ
た
ビ
タ
ミ
ン
B6
は
、
免
疫
機

能
を
正
常
に
保
つ
働
き
が
あ
り
ま
す
。

花
粉
症
の
症
状
を
予
防
す
る
上
で
も

活
躍
し
て
く
れ
る
の
で
、
今
か
ら

し
っ
か
り
取
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
女
性
は
”一
月
の
半
分
は
機
嫌
が
悪

い
“と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
月

経
前
の
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
変
化

で
起
こ
る
「
月
経
前
症
候
群（
Ｐ
Ｍ

Ｓ
）」
に
よ
る
イ
ラ
イ
ラ
や
不
安
感
、

頭
痛
な
ど
が
原
因
。
ビ
タ
ミ
ン
B6
は
、

こ
れ
ら
の
症
状
を
軽
減
す
る
働
き
が

あ
る
の
で
女
性
の
味
方
に
も
な
っ
て

く
れ
そ
う
。

　
メ
タ
ボ
の
指
導
を
し
て
い
る
と
、

糖
質
や
脂
質
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
取
り

過
ぎ
に
よ
る
脂
肪
肝
の
対
象
者
に
遭

遇
す
る
こ
と
が
と
て
も
増
え
ま
し
た
。

ビ
タ
ミ
ン
B6
は
、
脂
肪
肝
の
予
防
に

働
く
と
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
ん

ぱ
く
質
の
代
謝
ば
か
り
で
は
な
く
脂

質
の
代
謝
に
も
関
わ
る
の
で
、
肝
臓

に
脂
肪
が
溜
ま
る
の
を
防
ぐ
か
ら
で

す
。

　
た
く
さ
ん
の
作
用
を
持
つ
ビ
タ
ミ

ン
B6
。
植
物
性
食
品
よ
り
、
魚
介
類

　
桜
の
花
が
咲
き
、
た
く
さ
ん
の
緑

が
増
え
る
５
月
。
春
の
日
差
し
が
心

地
よ
く
、
テ
ン
シ
ョ
ン
も
ア
ッ
プ
し

ま
す
よ
ね
。
た
だ
問
題
な
の
が
、
北

海
道
は
花
粉
症
の
シ
ー
ズ
ン
に
突
入

す
る
こ
と
。
目
の
か
ゆ
み
、
ク
シ
ャ

ミ
、
鼻
水
、
喉
や
鼻
の
違
和
感
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
つ
ら
い
症
状
に
悩
ま
さ

れ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
花
粉
症
対
策
に
は
、
栄
養
素
も
役

立
ち
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
の
１
つ

「
ビ
タ
ミ
ン
B6
」
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
の
体
を
構
成
す
る
主
成
分

は
「
た
ん
ぱ
く
質
」。
魚
や
肉
な
ど
た

ん
ぱ
く
質
を
摂
取
す
る
と
体
内
で
ア

ミ
ノ
酸
に
分
解
さ
れ
、
こ
の
ア
ミ
ノ

酸
を
使
っ
て
体
に
必
要
な
た
ん
ぱ
く

質
を
再
合
成
し
ま
す
。
こ
の
時
に
必

要
な
酵
素
を
助
け
る
の
が
ビ
タ
ミ
ン

B6
。
た
ん
ぱ
く
質
を
多
く
取
っ
た
時

は
、
必
要
量
も
増
加
。
健
康
的
な
皮

膚
や
髪
、
筋
肉
、
内
臓
な
ど
を
つ
く

る
た
め
に
も
大
事
な
栄
養
素
と
言
え

ビタミン
B6

・ 神経伝達物質の合成
・ 免疫機能を正常に保つ

なみまるくん
おさかな
栄養辞典

な
ど
動
物
性
食
品
に
含
ま
れ
て
い
る

も
の
の
方
が
効
率
よ
く
働
く
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
花
粉
症
対
策
ば
か
り

で
は
な
く
、
丈
夫
な
体
を
つ
く
る
た

め
に
も
日
頃
か
ら
取
っ
て
い
き
た
い

栄
養
素
で
す
ね
。

ビタミンB6の主な働き

今月の管理栄養士

上坂マチコ
うえ  さか

管理栄養士/アンチエイジング栄養士/
料理研究家/コラムニスト
テレビ・ラジオ出演、新聞・雑誌などでコラ
ム連載や栄養監修、レシピ・スタイリングの
提供などを行う。講演会やメタボ指導、料
理講師、短大・専門学校の非常勤講師な
ど活動は多岐。ぎょれんと共に、「美容・健
康に役立つ昆布」の情報を全国誌等で
発信。 さけ、さんま、いわし、ぶり、さば、まぐろなど

ビタミンB6を多く含むおすすめ食品

鮭

いわし

今月の栄養素は…

「ビタミンB6」
花粉症予防と健康の名脇役

さば

さんま

1　|
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［うみ・なかま コミュニケーション］

春を告げる雨に煙る根室港の荷捌所。これからの水揚げに備えて
しばしの休息です

表紙の写真
根室漁協／横田 和馬さんご家族です。

浜の家族物語

根室漁協／横田　和馬さん　ご家族10

なみまるインフォメーション14

大漁祈願！

浜のほっとニュース16

みなさんのお便りでつくるページ

なみまる おたより箱17

頭すっきり!! ブレイクタイム11
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特集 平成30年度ぎょれん事業計画 －後編－ 平成30年度
　　ぎょれん事業計画－後編－

販
売
事
業
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
事
業
計
画

 

３
．
昆
布

　
魚
類
の
消
費
量
は
年
々
減
少
し
、
消
費
金
額
で
は

平
成
23
年
に
肉
類
と
逆
転
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
、
魚
食
嗜
好
が
強
か
っ
た
高
齢
者
の
消
費
も
漸
次

減
少
を
続
け
る
な
ど
、
魚
離
れ
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
近
年
は
食
の
「
簡
便
志
向
」
が
重
視
さ
れ
る
な
ど
、

家
族
形
態
や
食
へ
の
考
え
方
の
変
化
に
よ
っ
て
食
志

向
は
多
様
化
し
て
お
り
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
先
取
り

し
た
販
売
戦
略
の
展
開
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
つ
い
て
は
、
末
端
消
費
者
の
嗜
好
と
ニ
ー
ズ
を
意

識
し
な
が
ら
、
道
産
ブ
ラ
ン
ド
の
安
全
・
安
心
に
訴

求
し
た
商
品
開
発
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。 

　
ま
た
近
年
、
需
要
の
増
加
す
る
国
外
輸
出
に
つ
い

て
も
、
各
国
固
有
の
味
覚
的
嗜
好
、
法
令
を
的
確
に

（
１
）
鮮
魚
取
扱
形
態
別
対
策 

①
鮮
魚
事
業 

ア
．
日
配
的
な
鮮
魚
販
売
拡
充
に
よ
る
系
統
鮮

魚
の
販
売
強
化 

イ
．
価
格
下
落
時
の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
策
対
応 

ウ
．
系
統
鮮
魚
の
販
売
ル
ー
ト
拡
大
に
向
け
た

取
り
組
み
の
強
化 

エ
．
ア
ジ
ア
圏
へ
の
輸
出
拡
大
に
向
け
た
販
路

の
開
拓 

②
鮮
魚
加
工
事
業 

ア
．
変
化
す
る
水
揚
げ
環
境
に
対
応
す
る
加
工

体
制
の
整
備
と
拡
充 

イ
．
消
費
地
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
商
品
開
発
並

び
に
高
次
加
工
へ
の
対
応 

ウ
．
流
通
実
態
に
即
し
た
商
品
形
態
の
開
発 

エ
．
水
揚
げ
増
産
傾
向
に
あ
る
魚
種
の
有
効
活

用
と
加
工
事
業
の
拡
大 

③
鮮
魚
冷
凍
事
業 

ア
．
全
道
凍
結
機
能
の
有
効
活
用
に
向
け
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築 

イ
．
集
中
水
揚
げ
時
に
関
連
部
署
と
連
携
し
た

浜
値
の
底
支
え
対
策
の
実
施 

ウ
．
付
加
価
値
冷
凍
品
の
販
路
開
拓
（
Ｉ
Ｑ
Ｆ

凍
結
品
、
高
鮮
度
冷
凍
魚
な
ど
）  

エ
．
内
販
及
び
輸
出
向
け
原
料
販
売
の
販
路
拡
大 

④
系
統
鮮
魚
取
り
組
み
体
制
強
化 

ア
．
産
地
市
場
連
絡
会
議
を
活
用
し
た
系
統
鮮

魚
の
販
路
拡
充
に
向
け
た
協
議 

イ
．
鮮
度
並
び
に
衛
生
管
理
の
継
続
的
な
指
導

実
施

　
近
年
の
海
洋
環
境
の
変
化
か
ら
来
遊
時
期
の
ズ
レ

や
突
発
的
な
漁
獲
な
ど
、
水
揚
げ
予
測
の
難
し
い
魚
種

が
増
え
て
い
る
中
、
安
定
し
た
水
揚
げ
を
見
せ
る
魚
種

も
あ
り
、
流
通
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
状
況
に
対
し
、
道
産
鮮
魚
貝
類
の
円
滑
な
消

流
を
目
的
に
、
系
統
鮮
魚
を
柱
と
す
る
生
鮮
販
売
の

推
進
と
漁
協
・
関
連
会
社
・
重
点
取
引
先
を
拠
点
と

し
た
加
工
・
販
売
の
体
制
整
備
を
図
り
、
事
業
の
拡

充
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
平
成
30
年
度
は
引
き
続
き
浜
の
要
望
を
踏
ま
え
、

生
鮮
販
売
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
変
化
す
る
水

揚
げ
に
即
応
す
る
浜
と
連
携
し
た
加
工
・
流
通
体
制

の
拡
充
を
図
り
、
魚
価
と
流
通
の
安
定
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
既
存
の
活
動
の
継
続
実
施
に
よ
り
、
昆
布
の

魅
力
の
定
着
を
図
る
。 

　
具
体
的
に
は
以
下
の
通
り 

ア
．
昆
布
の
価
値
を
押
し
出
し
た
販
促
活
動
の

継
続
実
施 

イ
．
昆
布
機
能
成
分
研
究
の
継
続
と
効
果
的
な

発
信 

ウ
．「
食
育
活
動
」「
昆
布
講
座
」
の
継
続
実
施 

エ
．
一
般
消
費
者
が
受
け
入
れ
や
す
い
昆
布
の

使
用
方
法
・
料
理
方
法
の
継
続
的
な
発
信 

オ
．Ｅ
Ｕ
圏
に
お
け
る
普
及
活
動
の
継
続
実
施 

②
異
物
混
入
防
止
対
策 

ア
．
業
界
団
体
と
協
力
し
た
漁
期
前
の
啓
蒙
活

動
の
継
続
実
施 

イ
．
加
工
メ
ー
カ
ー
の
協
力
を
得
た
異
物
混
入

状
況
の
開
示

（
３
）
秩
序
あ
る
輸
入
昆
布
の
取
り
進
め 

　
北
海
道
産
昆
布
の
安
定
流
通
を
基
本
に
、
国
内

業
者
な
ら
び
に
輸
入
相
手
国
と
の
相
互
理
解
に
よ

る
秩
序
あ
る
輸
入
の
継
続
推
進

③
陸
作
業
の
軽
減
化 

　
昆
布
減
産
要
因
の
一
つ
で
あ
る
陸
作
業
の
人

手
不
足
解
消
を
目
的
に
陸
作
業
の
軽
減
化
を
図

る
。 

ア
．
昆
布
生
産
の
省
力
化 

　
本
年
度
実
施
し
た
昆
布
加
工
機
械
の
現
況

及
び
各
地
区
の
生
産
工
程
の
映
像
化
の
取
り

纏
め
結
果
を
浜
へ
紹
介
し
、
昆
布
生
産
の
効

率
化
・
機
械
化
を
図
る
。 

イ
．
昆
布
懇
談
会
の
実
施 

　
各
地
か
ら
若
手
生
産
者
を
参
集
し
て
行
っ

た
懇
談
会
で
の
有
用
な
意
見
を
取
り
纏
め
、

今
後
の
生
産
振
興
対
策
に
取
り
入
れ
る
。

（
２
）
流
通
対
策 

①
昆
布
消
費
の
回
復
・
拡
大 

（
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
、
北
海
道
こ
ん

ぶ
消
費
拡
大
協
議
会
と
連
携
） 

　
ま
た
、
流
通
面
に
お
い
て
は
、
低
迷
す
る
昆
布
の

消
費
を
打
開
す
る
た
め
、
国
内
外
に
て
効
果
的
な
宣

伝
・
販
促
活
動
を
実
施
し
て
い
く
と
同
時
に
、
異
物

混
入
防
止
活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
、「
安
全
・
安
心

な
昆
布
」
の
消
費
者
へ
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

（
１
）
生
産
振
興
対
策 

①
天
然
昆
布
資
源
の
回
復

ア
．
新
規
増
産
対
策
事
業

　
新
た
な
増
産
対
策
と
し
て
「
ロ
ー
プ
を

海
底
に
設
置
し
た
簡
易
的
な
養
殖
」
を
全

道
的
に
試
験
す
る
。

イ
．
人
工
的
種
苗
投
入
実
証
試
験
事
業

　
昨
年
度
が
最
終
年
と
な
っ
た
た
め
、
取

り
纏
め
た
調
査
結
果
を
浜
へ
周
知
し
、
今

後
は
実
施
を
希
望
す
る
組
合
へ
学
術
的
な

後
方
支
援
を
行
う
。 

②
養
殖
昆
布
生
産
の
安
定
化 

　
天
然
資
源
の
減
少
に
伴
い
、
養
殖
昆
布
の
母

藻
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
研

究
機
関
と
連
携
し
た
「
養
殖
昆
布
の
種
苗
安
定

化
」
に
向
け
た
試
験
事
業
を
実
施
す
る
。

調
理
普
及
と
栄
養
訴
求
の
継
続
実
施 

④
コ
ン
サ
ド
ー
レ
等
の
他
団
体
と
連
携
し
た
地
産

地
消
や
魚
食
の
推
進 

⑤
W
E
B
サ
イ
ト
に
よ
る
食
育
活
動
の
二
次
拡
散

　
購
買
事
業
の
主
目
的
で
あ
る
漁
業
経
営
の
安
定
に

向
け
、
平
成
30
年
度
も
引
き
続
き
会
員
と
連
携
し
、

漁
協
系
統
購
買
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

を
積
極
的
に
実
施
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
調
理
師
・
栄
養
士
志
向
の
学
生
及
び
次
世

代
の
消
費
者
で
あ
る
若
年
層
を
対
象
と
し
た
講
座
や

調
理
実
習
の
継
続
に
よ
り
道
産
水
産
物
の
魅
力
発
信

と
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
宣
伝
・
販
促
事
業 

①
道
産
水
産
物
の
売
り
場
確
保
に
向
け
た
、
旬
や

栄
養
面
な
ど
の
優
位
性
を
訴
求
し
た
効
果
的
な

宣
伝
活
動
の
推
進 

②
テ
レ
ビ
や
雑
誌
、
交
通
広
告
等
の
活
用
に
よ
る

道
産
水
産
物
の
魅
力
の
発
信 

③
W
E
B
や
S
N
S
を
活
用
し
た
宣
伝
活
動
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
展
開 

③
大
手
調
味
料
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
簡
便
な

メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
と
売
場
で
の
タ
イ
ア
ッ
プ
販
促 

④
昆
布
の
機
能
性
研
究
の
継
続
及
び
研
究
成
果
の

発
信 

⑤
外
国
人
観
光
客
が
集
ま
る
時
期
に
道
産
水
産
物

の
魅
力
の
発
信 

⑥
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
等
の
他
団
体
と
協
力
し

た
宣
伝
・
販
促
活
動
の
実
施

（
２
）
食
育
事
業 

①
調
理
師
や
栄
養
士
を
目
指
す
学
生
に
対
す
る
道

産
水
産
物
の
優
位
性
を
訴
求
し
た
食
育
講
座
の

継
続
実
施 

②
園
児
・
小
学
生
、
そ
の
保
護
者
な
ど
若
年
層
向

け
の
食
育
講
座
の
継
続
実
施 

③
料
理
教
室
の
全
国
展
開
に
よ
る
道
産
水
産
物
の

（
２
）
商
品
の
品
質
・
衛
生
管
理
な
ら
び
に
表
示

の
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み 

①
本
会
取
扱
製
品
の
表
示
の
適
正
化
な
ら
び
に
商

品
仕
様
書
の
一
元
管
理
に
向
け
た
取
り
組
み
継

続 

②
平
成
32
年
度
の
食
品
表
示
法
の
完
全
施
行
に
伴

う
表
示
の
徹
底
指
導
の
継
続

（
３
）
産
地
市
場
衛
生
管
理
高
度
化
推
進
に
向
け

た
取
り
組
み 

①
産
地
市
場
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た

点
検
の
定
着
化  

②「
重
点
評
価
項
目
」
に
よ
る
衛
生
管
理
レ
ベ
ル

の
維
持
・
向
上  

③
地
区
ご
と
の
産
地
市
場
連
絡
協
議
会
を
通
じ
た

組
織
的
取
り
組
み

（
４
）
全
道
漁
協
職
員
向
け
衛
生
管
理
指
導
の
継

続
実
施 

①
指
導
教
育
部
と
の
連
携
に
よ
る
全
道
ブ
ロ
ッ
ク

別
一
般
職
員
向
け
衛
生
管
理
研
修
会
の
開
催

　
水
産
物
消
費
の
減
退
が
進
行
す
る
中
、
各
種
媒
体

に
よ
る
北
海
道
水
産
物
の
消
費
拡
大
に
向
け
て
積
極

的
な
広
報
活
動
を
展
開
し
ま
す
。 

　
各
協
議
会
と
の
連
携
に
よ
る
各
魚
種
の
露
出
増
加
、

販
売
機
会
の
維
持
・
拡
大
の
た
め
宣
伝
・
販
促
活
動

本
会
直
営
工
場
・
漁
協
工
場
・
提
携
加
工
業
者
等
の

品
質
・
衛
生
管
理
面
で
の
安
全
・
安
心
対
策
に
万
全

を
期
す
べ
く
、
各
種
取
り
組
み
を
継
続
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

（
１
）
本
会
関
連
会
社
食
品
工
場
・
漁
協
工
場
・

提
携
加
工
業
者
の
さ
ら
な
る
品
質
・
衛
生

管
理
レ
ベ
ル
向
上
へ
の
取
り
組
み 

①
定
期
的
な
工
場
点
検
の
実
施
と
各
工
場
の
実
態

に
あ
わ
せ
た
改
善
指
導
の
継
続  

②
重
大
事
故
・
商
品
苦
情
に
対
す
る
危
機
管
理
体

制
の
継
続
強
化  

③
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
制
度
化
に
向
け
た
点
検
指
導

（
１
）
商
品
開
発 

①
原
料
価
格
に
即
し
た
商
品
開
発
（
規
格
の
少
量

化
、
高
次
加
工
等
） 

②
魚
種
変
化
等
原
料
状
況
に
対
応
し
た
商
品
開
発 

③
嗜
好
、ニ
ー
ズ
を
意
識
し
た
商
品
開
発
（
簡
便
、

簡
単
調
理
、
レ
ン
ジ
対
応
等
）

（
２
）
販
売 

①
道
産
、
こ
だ
わ
り
の
訴
求
、
優
位
性
を
生
か
し

た
積
極
的
な
販
促 

②
新
規
商
品
開
発
に
よ
る
商
品
販
売 

③
様
々
な
購
買
層
を
勘
案
し
た
商
品
提
案 

④
道
産
末
端
加
工
製
品
の
海
外
輸
出

（
３
）
品
質
管
理  

①
取
扱
商
品
の
定
期
的
な
商
品
点
検 

②
仕
入
工
場
の
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面
の
点
検
、

管
理

　
消
費
者
の
食
品
の
安
全
性
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

る
中
、
産
地
市
場
に
お
け
る
水
産
物
の
水
揚
げ
段
階

か
ら
加
工
・
流
通
に
至
る
ま
で
水
産
食
品
全
般
に
わ

た
る
品
質
衛
生
管
理
体
制
の
強
化
・
適
正
表
示
等
へ

の
的
確
対
応
が
一
段
と
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
30
年
度
に
お
い
て
も
水
産
物
流
通
の
起
点
と

な
る
産
地
市
場
の
衛
生
管
理
レ
ベ
ル
向
上
を
図
る
こ

と
で
道
産
水
産
物
の
安
全
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

捉
え
な
が
ら
、
道
産
ブ
ラ
ン
ド
の
優
位
性
を
生
か
し

た
商
品
販
売
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
度
の
生
産
数
量
は
、
流
氷
被
害
な
ど
に
よ
る

天
然
資
源
の
減
少
か
ら
１
３
、
２
６
０
ト
ン
と
な
り
、

過
去
最
低
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
の
大
減
産

以
降
は
１
万
９
千
ト
ン
を
超
え
る
こ
と
は
な
く
、
１

万
５
千
ト
ン
を
切
る
年
が
目
立
つ
な
ど
、
減
産
基
調

が
続
い
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
昆
布
漁
業
振
興
協
会
と
連
携
し
な
が

ら
、
生
産
回
復
に
向
け
て
、
増
産
対
策
、
陸
作
業
の

軽
減
化
対
策
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。 

〈
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
〉

　
燃
油
価
格
の
上
昇
に
伴
い
漁
業
用
資
材
全
般
の
価

格
動
向
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
良
質
廉
価

な
漁
業
用
資
材
の
開
発
・
普
及
を
進
め
る
こ
と
で
、

既
存
資
材
価
格
に
対
す
る
牽
制
を
図
る
と
と
も
に
、

漁
業
経
営
コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め
ま
す
。 

〈
漁
業
用
燃
油
〉

　
原
油
価
格
は
世
界
的
な
減
産
合
意
の
拡
大
や
中
東

の
政
情
不
安
を
受
け
上
昇
基
調
に
転
じ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
も
石
油
元
売
り
の
合
併
や
合

併
協
議
が
進
展
し
、
需
給
調
整
が
進
む
中
で
す
が
、

引
き
続
き
燃
油
取
り
扱
い
の
系
統
集
中
化
促
進
と
燃

油
施
設
整
備
を
通
じ
、
燃
油
価
格
の
低
減
化
と
安
定

供
給
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

〈
施
設
・
機
器
〉

　
漁
業
生
産
の
省
力
化
・
効
率
化
を
図
り
、
浜
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
各
種
機
器
の
開
発
・
普
及
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

（
１
）
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材 

①
重
点
品
目
（
タ
イ
ナ
イ
ロ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
養
殖

籠
）
の
取
り
扱
い
強
化 

②
刺
網
仕
立
工
場
減
少
対
策
と
し
て
海
外
で
の
試

験
仕
立
継
続 

③
ぎ
ょ
れ
ん
マ
リ
ノ
サ
ポ
ー
ト
㈱
と
の
体
制
整
備

に
よ
る
営
業
力
強
化 

④
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
評
価
推
進
委
員
会
活
動
・

漁
協
各
部
会
等
を
通
し
た
、
ブ
ラ
ン
ド
資
材
の

P
R
活
動
及
び
拡
販
強
化

（
２
）
漁
業
用
燃
油 

①
高
い
系
統
利
用
率
を
背
景
と
し
た
漁
協
系
統
仕

入
力
の
維
持
・
向
上 

ア
．
価
格
低
減
化
及
び
系
統
利
用
率
向
上
に
向
け

た
漁
業
用
燃
油（
特
に
軽
油
）の
取
り
扱
い
推
進

②
共
有
燃
油
施
設
再
編
整
備
計
画
の
推
進 

③
系
統
燃
油
施
設
の
保
全
管
理
体
制
強
化 

④
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
軽
油
免
税
券
申
請
事
務
軽
減
ソ
フ
ト

の
普
及

（
３
）
各
種
資
材 

①
木
函
か
ら
エ
コ
コ
ン
テ
ナ
等
衛
生
的
容
器
へ
の

代
替
促
進 

②
鮮
度
保
持
向
上
の
た
め
、
大
型
タ
ン
ク
（
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
・
ス
テ
ン
レ
ス
）
の
普
及
促
進 

③
耐
久
性
の
あ
る
国
産
大
型
パ
レ
ッ
ト
の
普
及
促
進

（
４
）
施
設
・
機
器 

①
こ
れ
ま
で
開
発
し
た
商
品
や
重
点
商
品
の
普
及

促
進 

ア
．
か
き
重
量
選
別
機  

イ
．
ほ
た
て
耳
吊
り
用
穴
あ
け
機

　
か
つ
て
な
い
水
揚
げ
減
少
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
、

北
海
道
の
水
産
業
は
加
工
か
ら
流
通
に
至
る
あ
ら
ゆ

る
業
界
に
お
い
て
厳
し
い
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
さ
ら
に
、
働
き
方
改
革
な
ど
政
府
主
導
に
よ
る
急

激
な
雇
用
環
境
改
善
機
運
の
高
ま
り
が
そ
れ
に
拍
車

を
か
け
て
お
り
、
業
・
事
務
合
理
化
に
よ
る
生
産
性

の
向
上
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
厳
し
い
環
境
下
、「
浜
か
ら
頼
ら
れ
る
」
系
統

組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
中
期
的
事
業
推
進
方
向

に
基
づ
き
果
敢
に
諸
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

会
員
配
当
の
継
続
、
財
務
基
盤
の
強
化
、
経
営
体
制

の
強
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
１
）
経
営
基
盤
の
強
化 

①
共
販
体
制
及
び
系
統
利
用
率
の
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
の
強
化 

②
会
員
配
当
の
継
続
と
計
画
的
な
内
部
留
保
に
よ

る
財
務
基
盤
の
強
化 

③
保
有
資
産
の
健
全
性
確
保
及
び
効
果
的
な
設
備

投
資
の
実
施

（
２
）
生
産
性
の
向
上 

①
雇
用
環
境
に
対
応
し
た
人
事
制
度
の
検
討 

②
電
算
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
た
業
・
事
務
合
理
化

の
推
進 

③
人
材
育
成
計
画
に
基
づ
く
職
員
教
育
の
継
続 

④
関
連
会
社
を
含
め
た
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
適
正

人
員
配
置
の
実
施

（
３
）
グ
ル
ー
プ
危
機
管
理
体
制
の
拡
充 

①
取
引
先
の
情
報
把
握
及
び
債
権
管
理
の
徹
底 

②
関
連
会
社
の
経
営
管
理
機
能
の
強
化
、
リ
ス
ク

管
理
の
徹
底 

③
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
経
営
の
継
続 

④
総
合
的
な
品
質
衛
生
管
理
体
制
の
維
持

特 集
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４
．
鮮
魚

　
先
月
か
ら
２
か
月
に
わ
た
り
、ぎ
ょ
れ
ん
の
平

成
３０
年
度
事
業
計
画
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、販
売
事
業
、宣
伝
販
促
・
食
育
事

業
、購
買
事
業
、そ
し
て
、経
営
体
制
に
関
す

る
事
業
計
画
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

昨年12月に開催された昆布懇談会

昨年度掲載した、健康関連
情報誌「日経ヘルス」でのタ
イアップ記事をまとめた冊子
をPRに役立てています
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特集 平成30年度ぎょれん事業計画 －後編－

末
端
加
工
製
品

食
の
安
全
・
安
心
対
策
に
つ
い
て

宣
伝
販
促
・
食
育
事
業
に
つ
い
て

　
魚
類
の
消
費
量
は
年
々
減
少
し
、
消
費
金
額
で
は

平
成
23
年
に
肉
類
と
逆
転
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
、
魚
食
嗜
好
が
強
か
っ
た
高
齢
者
の
消
費
も
漸
次

減
少
を
続
け
る
な
ど
、
魚
離
れ
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
近
年
は
食
の
「
簡
便
志
向
」
が
重
視
さ
れ
る
な
ど
、

家
族
形
態
や
食
へ
の
考
え
方
の
変
化
に
よ
っ
て
食
志

向
は
多
様
化
し
て
お
り
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
先
取
り

し
た
販
売
戦
略
の
展
開
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
つ
い
て
は
、
末
端
消
費
者
の
嗜
好
と
ニ
ー
ズ
を
意

識
し
な
が
ら
、
道
産
ブ
ラ
ン
ド
の
安
全
・
安
心
に
訴

求
し
た
商
品
開
発
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。 

　
ま
た
近
年
、
需
要
の
増
加
す
る
国
外
輸
出
に
つ
い

て
も
、
各
国
固
有
の
味
覚
的
嗜
好
、
法
令
を
的
確
に

（
１
）
鮮
魚
取
扱
形
態
別
対
策 

①
鮮
魚
事
業 

ア
．
日
配
的
な
鮮
魚
販
売
拡
充
に
よ
る
系
統
鮮

魚
の
販
売
強
化 

イ
．
価
格
下
落
時
の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
策
対
応 

ウ
．
系
統
鮮
魚
の
販
売
ル
ー
ト
拡
大
に
向
け
た

取
り
組
み
の
強
化 

エ
．
ア
ジ
ア
圏
へ
の
輸
出
拡
大
に
向
け
た
販
路

の
開
拓 

②
鮮
魚
加
工
事
業 

ア
．
変
化
す
る
水
揚
げ
環
境
に
対
応
す
る
加
工

体
制
の
整
備
と
拡
充 

イ
．
消
費
地
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
商
品
開
発
並

び
に
高
次
加
工
へ
の
対
応 

ウ
．
流
通
実
態
に
即
し
た
商
品
形
態
の
開
発 

エ
．
水
揚
げ
増
産
傾
向
に
あ
る
魚
種
の
有
効
活

用
と
加
工
事
業
の
拡
大 

③
鮮
魚
冷
凍
事
業 

ア
．
全
道
凍
結
機
能
の
有
効
活
用
に
向
け
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築 

イ
．
集
中
水
揚
げ
時
に
関
連
部
署
と
連
携
し
た

浜
値
の
底
支
え
対
策
の
実
施 

ウ
．
付
加
価
値
冷
凍
品
の
販
路
開
拓
（
Ｉ
Ｑ
Ｆ

凍
結
品
、
高
鮮
度
冷
凍
魚
な
ど
）  

エ
．
内
販
及
び
輸
出
向
け
原
料
販
売
の
販
路
拡
大 

④
系
統
鮮
魚
取
り
組
み
体
制
強
化 

ア
．
産
地
市
場
連
絡
会
議
を
活
用
し
た
系
統
鮮

魚
の
販
路
拡
充
に
向
け
た
協
議 

イ
．
鮮
度
並
び
に
衛
生
管
理
の
継
続
的
な
指
導

実
施

　
近
年
の
海
洋
環
境
の
変
化
か
ら
来
遊
時
期
の
ズ
レ

や
突
発
的
な
漁
獲
な
ど
、
水
揚
げ
予
測
の
難
し
い
魚
種

が
増
え
て
い
る
中
、
安
定
し
た
水
揚
げ
を
見
せ
る
魚
種

も
あ
り
、
流
通
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
状
況
に
対
し
、
道
産
鮮
魚
貝
類
の
円
滑
な
消

流
を
目
的
に
、
系
統
鮮
魚
を
柱
と
す
る
生
鮮
販
売
の

推
進
と
漁
協
・
関
連
会
社
・
重
点
取
引
先
を
拠
点
と

し
た
加
工
・
販
売
の
体
制
整
備
を
図
り
、
事
業
の
拡

充
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
平
成
30
年
度
は
引
き
続
き
浜
の
要
望
を
踏
ま
え
、

生
鮮
販
売
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
変
化
す
る
水

揚
げ
に
即
応
す
る
浜
と
連
携
し
た
加
工
・
流
通
体
制

の
拡
充
を
図
り
、
魚
価
と
流
通
の
安
定
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
既
存
の
活
動
の
継
続
実
施
に
よ
り
、
昆
布
の

魅
力
の
定
着
を
図
る
。 

　
具
体
的
に
は
以
下
の
通
り 

ア
．
昆
布
の
価
値
を
押
し
出
し
た
販
促
活
動
の

継
続
実
施 

イ
．
昆
布
機
能
成
分
研
究
の
継
続
と
効
果
的
な

発
信 

ウ
．「
食
育
活
動
」「
昆
布
講
座
」
の
継
続
実
施 

エ
．
一
般
消
費
者
が
受
け
入
れ
や
す
い
昆
布
の

使
用
方
法
・
料
理
方
法
の
継
続
的
な
発
信 

オ
．Ｅ
Ｕ
圏
に
お
け
る
普
及
活
動
の
継
続
実
施 

②
異
物
混
入
防
止
対
策 

ア
．
業
界
団
体
と
協
力
し
た
漁
期
前
の
啓
蒙
活

動
の
継
続
実
施 

イ
．
加
工
メ
ー
カ
ー
の
協
力
を
得
た
異
物
混
入

状
況
の
開
示

（
３
）
秩
序
あ
る
輸
入
昆
布
の
取
り
進
め 

　
北
海
道
産
昆
布
の
安
定
流
通
を
基
本
に
、
国
内

業
者
な
ら
び
に
輸
入
相
手
国
と
の
相
互
理
解
に
よ

る
秩
序
あ
る
輸
入
の
継
続
推
進

③
陸
作
業
の
軽
減
化 

　
昆
布
減
産
要
因
の
一
つ
で
あ
る
陸
作
業
の
人

手
不
足
解
消
を
目
的
に
陸
作
業
の
軽
減
化
を
図

る
。 

ア
．
昆
布
生
産
の
省
力
化 

　
本
年
度
実
施
し
た
昆
布
加
工
機
械
の
現
況

及
び
各
地
区
の
生
産
工
程
の
映
像
化
の
取
り

纏
め
結
果
を
浜
へ
紹
介
し
、
昆
布
生
産
の
効

率
化
・
機
械
化
を
図
る
。 

イ
．
昆
布
懇
談
会
の
実
施 

　
各
地
か
ら
若
手
生
産
者
を
参
集
し
て
行
っ

た
懇
談
会
で
の
有
用
な
意
見
を
取
り
纏
め
、

今
後
の
生
産
振
興
対
策
に
取
り
入
れ
る
。

（
２
）
流
通
対
策 

①
昆
布
消
費
の
回
復
・
拡
大 

（
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
、
北
海
道
こ
ん

ぶ
消
費
拡
大
協
議
会
と
連
携
） 

　
ま
た
、
流
通
面
に
お
い
て
は
、
低
迷
す
る
昆
布
の

消
費
を
打
開
す
る
た
め
、
国
内
外
に
て
効
果
的
な
宣

伝
・
販
促
活
動
を
実
施
し
て
い
く
と
同
時
に
、
異
物

混
入
防
止
活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
、「
安
全
・
安
心

な
昆
布
」
の
消
費
者
へ
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

（
１
）
生
産
振
興
対
策 

①
天
然
昆
布
資
源
の
回
復

ア
．
新
規
増
産
対
策
事
業

　
新
た
な
増
産
対
策
と
し
て
「
ロ
ー
プ
を

海
底
に
設
置
し
た
簡
易
的
な
養
殖
」
を
全

道
的
に
試
験
す
る
。

イ
．
人
工
的
種
苗
投
入
実
証
試
験
事
業

　
昨
年
度
が
最
終
年
と
な
っ
た
た
め
、
取

り
纏
め
た
調
査
結
果
を
浜
へ
周
知
し
、
今

後
は
実
施
を
希
望
す
る
組
合
へ
学
術
的
な

後
方
支
援
を
行
う
。 

②
養
殖
昆
布
生
産
の
安
定
化 

　
天
然
資
源
の
減
少
に
伴
い
、
養
殖
昆
布
の
母

藻
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
研

究
機
関
と
連
携
し
た
「
養
殖
昆
布
の
種
苗
安
定

化
」
に
向
け
た
試
験
事
業
を
実
施
す
る
。

調
理
普
及
と
栄
養
訴
求
の
継
続
実
施 

④
コ
ン
サ
ド
ー
レ
等
の
他
団
体
と
連
携
し
た
地
産

地
消
や
魚
食
の
推
進 

⑤
W
E
B
サ
イ
ト
に
よ
る
食
育
活
動
の
二
次
拡
散

　
購
買
事
業
の
主
目
的
で
あ
る
漁
業
経
営
の
安
定
に

向
け
、
平
成
30
年
度
も
引
き
続
き
会
員
と
連
携
し
、

漁
協
系
統
購
買
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

を
積
極
的
に
実
施
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
調
理
師
・
栄
養
士
志
向
の
学
生
及
び
次
世

代
の
消
費
者
で
あ
る
若
年
層
を
対
象
と
し
た
講
座
や

調
理
実
習
の
継
続
に
よ
り
道
産
水
産
物
の
魅
力
発
信

と
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
宣
伝
・
販
促
事
業 

①
道
産
水
産
物
の
売
り
場
確
保
に
向
け
た
、
旬
や

栄
養
面
な
ど
の
優
位
性
を
訴
求
し
た
効
果
的
な

宣
伝
活
動
の
推
進 

②
テ
レ
ビ
や
雑
誌
、
交
通
広
告
等
の
活
用
に
よ
る

道
産
水
産
物
の
魅
力
の
発
信 

③
W
E
B
や
S
N
S
を
活
用
し
た
宣
伝
活
動
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
展
開 

③
大
手
調
味
料
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
簡
便
な

メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
と
売
場
で
の
タ
イ
ア
ッ
プ
販
促 

④
昆
布
の
機
能
性
研
究
の
継
続
及
び
研
究
成
果
の

発
信 

⑤
外
国
人
観
光
客
が
集
ま
る
時
期
に
道
産
水
産
物

の
魅
力
の
発
信 

⑥
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
等
の
他
団
体
と
協
力
し

た
宣
伝
・
販
促
活
動
の
実
施

（
２
）
食
育
事
業 

①
調
理
師
や
栄
養
士
を
目
指
す
学
生
に
対
す
る
道

産
水
産
物
の
優
位
性
を
訴
求
し
た
食
育
講
座
の

継
続
実
施 

②
園
児
・
小
学
生
、
そ
の
保
護
者
な
ど
若
年
層
向

け
の
食
育
講
座
の
継
続
実
施 

③
料
理
教
室
の
全
国
展
開
に
よ
る
道
産
水
産
物
の

（
２
）
商
品
の
品
質
・
衛
生
管
理
な
ら
び
に
表
示

の
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み 

①
本
会
取
扱
製
品
の
表
示
の
適
正
化
な
ら
び
に
商

品
仕
様
書
の
一
元
管
理
に
向
け
た
取
り
組
み
継

続 

②
平
成
32
年
度
の
食
品
表
示
法
の
完
全
施
行
に
伴

う
表
示
の
徹
底
指
導
の
継
続

（
３
）
産
地
市
場
衛
生
管
理
高
度
化
推
進
に
向
け

た
取
り
組
み 

①
産
地
市
場
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た

点
検
の
定
着
化  

②「
重
点
評
価
項
目
」
に
よ
る
衛
生
管
理
レ
ベ
ル

の
維
持
・
向
上  

③
地
区
ご
と
の
産
地
市
場
連
絡
協
議
会
を
通
じ
た

組
織
的
取
り
組
み

（
４
）
全
道
漁
協
職
員
向
け
衛
生
管
理
指
導
の
継

続
実
施 

①
指
導
教
育
部
と
の
連
携
に
よ
る
全
道
ブ
ロ
ッ
ク

別
一
般
職
員
向
け
衛
生
管
理
研
修
会
の
開
催

　
水
産
物
消
費
の
減
退
が
進
行
す
る
中
、
各
種
媒
体

に
よ
る
北
海
道
水
産
物
の
消
費
拡
大
に
向
け
て
積
極

的
な
広
報
活
動
を
展
開
し
ま
す
。 

　
各
協
議
会
と
の
連
携
に
よ
る
各
魚
種
の
露
出
増
加
、

販
売
機
会
の
維
持
・
拡
大
の
た
め
宣
伝
・
販
促
活
動

本
会
直
営
工
場
・
漁
協
工
場
・
提
携
加
工
業
者
等
の

品
質
・
衛
生
管
理
面
で
の
安
全
・
安
心
対
策
に
万
全

を
期
す
べ
く
、
各
種
取
り
組
み
を
継
続
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

（
１
）
本
会
関
連
会
社
食
品
工
場
・
漁
協
工
場
・

提
携
加
工
業
者
の
さ
ら
な
る
品
質
・
衛
生

管
理
レ
ベ
ル
向
上
へ
の
取
り
組
み 

①
定
期
的
な
工
場
点
検
の
実
施
と
各
工
場
の
実
態

に
あ
わ
せ
た
改
善
指
導
の
継
続  

②
重
大
事
故
・
商
品
苦
情
に
対
す
る
危
機
管
理
体

制
の
継
続
強
化  

③
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
制
度
化
に
向
け
た
点
検
指
導

（
１
）
商
品
開
発 

①
原
料
価
格
に
即
し
た
商
品
開
発
（
規
格
の
少
量

化
、
高
次
加
工
等
） 

②
魚
種
変
化
等
原
料
状
況
に
対
応
し
た
商
品
開
発 

③
嗜
好
、ニ
ー
ズ
を
意
識
し
た
商
品
開
発
（
簡
便
、

簡
単
調
理
、
レ
ン
ジ
対
応
等
）

（
２
）
販
売 

①
道
産
、
こ
だ
わ
り
の
訴
求
、
優
位
性
を
生
か
し

た
積
極
的
な
販
促 

②
新
規
商
品
開
発
に
よ
る
商
品
販
売 

③
様
々
な
購
買
層
を
勘
案
し
た
商
品
提
案 

④
道
産
末
端
加
工
製
品
の
海
外
輸
出

（
３
）
品
質
管
理  

①
取
扱
商
品
の
定
期
的
な
商
品
点
検 

②
仕
入
工
場
の
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面
の
点
検
、

管
理

　
消
費
者
の
食
品
の
安
全
性
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

る
中
、
産
地
市
場
に
お
け
る
水
産
物
の
水
揚
げ
段
階

か
ら
加
工
・
流
通
に
至
る
ま
で
水
産
食
品
全
般
に
わ

た
る
品
質
衛
生
管
理
体
制
の
強
化
・
適
正
表
示
等
へ

の
的
確
対
応
が
一
段
と
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
30
年
度
に
お
い
て
も
水
産
物
流
通
の
起
点
と

な
る
産
地
市
場
の
衛
生
管
理
レ
ベ
ル
向
上
を
図
る
こ

と
で
道
産
水
産
物
の
安
全
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

捉
え
な
が
ら
、
道
産
ブ
ラ
ン
ド
の
優
位
性
を
生
か
し

た
商
品
販
売
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
度
の
生
産
数
量
は
、
流
氷
被
害
な
ど
に
よ
る

天
然
資
源
の
減
少
か
ら
１
３
、
２
６
０
ト
ン
と
な
り
、

過
去
最
低
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
の
大
減
産

以
降
は
１
万
９
千
ト
ン
を
超
え
る
こ
と
は
な
く
、
１

万
５
千
ト
ン
を
切
る
年
が
目
立
つ
な
ど
、
減
産
基
調

が
続
い
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
昆
布
漁
業
振
興
協
会
と
連
携
し
な
が

ら
、
生
産
回
復
に
向
け
て
、
増
産
対
策
、
陸
作
業
の

軽
減
化
対
策
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。 

〈
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
〉

　
燃
油
価
格
の
上
昇
に
伴
い
漁
業
用
資
材
全
般
の
価

格
動
向
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
良
質
廉
価

な
漁
業
用
資
材
の
開
発
・
普
及
を
進
め
る
こ
と
で
、

既
存
資
材
価
格
に
対
す
る
牽
制
を
図
る
と
と
も
に
、

漁
業
経
営
コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め
ま
す
。 

〈
漁
業
用
燃
油
〉

　
原
油
価
格
は
世
界
的
な
減
産
合
意
の
拡
大
や
中
東

の
政
情
不
安
を
受
け
上
昇
基
調
に
転
じ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
も
石
油
元
売
り
の
合
併
や
合

併
協
議
が
進
展
し
、
需
給
調
整
が
進
む
中
で
す
が
、

引
き
続
き
燃
油
取
り
扱
い
の
系
統
集
中
化
促
進
と
燃

油
施
設
整
備
を
通
じ
、
燃
油
価
格
の
低
減
化
と
安
定

供
給
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

〈
施
設
・
機
器
〉

　
漁
業
生
産
の
省
力
化
・
効
率
化
を
図
り
、
浜
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
各
種
機
器
の
開
発
・
普
及
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

（
１
）
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材 

①
重
点
品
目
（
タ
イ
ナ
イ
ロ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
養
殖

籠
）
の
取
り
扱
い
強
化 

②
刺
網
仕
立
工
場
減
少
対
策
と
し
て
海
外
で
の
試

験
仕
立
継
続 

③
ぎ
ょ
れ
ん
マ
リ
ノ
サ
ポ
ー
ト
㈱
と
の
体
制
整
備

に
よ
る
営
業
力
強
化 

④
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
評
価
推
進
委
員
会
活
動
・

漁
協
各
部
会
等
を
通
し
た
、
ブ
ラ
ン
ド
資
材
の

P
R
活
動
及
び
拡
販
強
化

（
２
）
漁
業
用
燃
油 

①
高
い
系
統
利
用
率
を
背
景
と
し
た
漁
協
系
統
仕

入
力
の
維
持
・
向
上 

ア
．
価
格
低
減
化
及
び
系
統
利
用
率
向
上
に
向
け

た
漁
業
用
燃
油（
特
に
軽
油
）の
取
り
扱
い
推
進

②
共
有
燃
油
施
設
再
編
整
備
計
画
の
推
進 

③
系
統
燃
油
施
設
の
保
全
管
理
体
制
強
化 

④
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
軽
油
免
税
券
申
請
事
務
軽
減
ソ
フ
ト

の
普
及

（
３
）
各
種
資
材 

①
木
函
か
ら
エ
コ
コ
ン
テ
ナ
等
衛
生
的
容
器
へ
の

代
替
促
進 

②
鮮
度
保
持
向
上
の
た
め
、
大
型
タ
ン
ク
（
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
・
ス
テ
ン
レ
ス
）
の
普
及
促
進 

③
耐
久
性
の
あ
る
国
産
大
型
パ
レ
ッ
ト
の
普
及
促
進

（
４
）
施
設
・
機
器 

①
こ
れ
ま
で
開
発
し
た
商
品
や
重
点
商
品
の
普
及

促
進 

ア
．
か
き
重
量
選
別
機  

イ
．
ほ
た
て
耳
吊
り
用
穴
あ
け
機

　
か
つ
て
な
い
水
揚
げ
減
少
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
、

北
海
道
の
水
産
業
は
加
工
か
ら
流
通
に
至
る
あ
ら
ゆ

る
業
界
に
お
い
て
厳
し
い
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
さ
ら
に
、
働
き
方
改
革
な
ど
政
府
主
導
に
よ
る
急

激
な
雇
用
環
境
改
善
機
運
の
高
ま
り
が
そ
れ
に
拍
車

を
か
け
て
お
り
、
業
・
事
務
合
理
化
に
よ
る
生
産
性

の
向
上
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
厳
し
い
環
境
下
、「
浜
か
ら
頼
ら
れ
る
」
系
統

組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
中
期
的
事
業
推
進
方
向

に
基
づ
き
果
敢
に
諸
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

会
員
配
当
の
継
続
、
財
務
基
盤
の
強
化
、
経
営
体
制

の
強
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
１
）
経
営
基
盤
の
強
化 

①
共
販
体
制
及
び
系
統
利
用
率
の
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
の
強
化 

②
会
員
配
当
の
継
続
と
計
画
的
な
内
部
留
保
に
よ

る
財
務
基
盤
の
強
化 

③
保
有
資
産
の
健
全
性
確
保
及
び
効
果
的
な
設
備

投
資
の
実
施

（
２
）
生
産
性
の
向
上 

①
雇
用
環
境
に
対
応
し
た
人
事
制
度
の
検
討 

②
電
算
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
た
業
・
事
務
合
理
化

の
推
進 

③
人
材
育
成
計
画
に
基
づ
く
職
員
教
育
の
継
続 

④
関
連
会
社
を
含
め
た
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
適
正

人
員
配
置
の
実
施

（
３
）
グ
ル
ー
プ
危
機
管
理
体
制
の
拡
充 

①
取
引
先
の
情
報
把
握
及
び
債
権
管
理
の
徹
底 

②
関
連
会
社
の
経
営
管
理
機
能
の
強
化
、
リ
ス
ク

管
理
の
徹
底 

③
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
経
営
の
継
続 

④
総
合
的
な
品
質
衛
生
管
理
体
制
の
維
持ぎょれんと関連会社の職員が集まり、商品開

発会議を行っています

品質管理部では工場点
検（上）や細菌検査（下）
を行い、品質衛生管理体
制の強化に努めています

1世帯あたりの魚介類支出金額推移
（全国：1月～12月）

魚介類合計
生鮮魚介
塩干魚介

魚肉練製品
他の魚介加工品

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29
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出典：総務省『家計調査年報』
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特集 平成30年度ぎょれん事業計画 －後編－

購
買
事
業
に
つ
い
て

経
営
体
制
に
つ
い
て

　
魚
類
の
消
費
量
は
年
々
減
少
し
、
消
費
金
額
で
は

平
成
23
年
に
肉
類
と
逆
転
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
、
魚
食
嗜
好
が
強
か
っ
た
高
齢
者
の
消
費
も
漸
次

減
少
を
続
け
る
な
ど
、
魚
離
れ
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
近
年
は
食
の
「
簡
便
志
向
」
が
重
視
さ
れ
る
な
ど
、

家
族
形
態
や
食
へ
の
考
え
方
の
変
化
に
よ
っ
て
食
志

向
は
多
様
化
し
て
お
り
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
先
取
り

し
た
販
売
戦
略
の
展
開
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
つ
い
て
は
、
末
端
消
費
者
の
嗜
好
と
ニ
ー
ズ
を
意

識
し
な
が
ら
、
道
産
ブ
ラ
ン
ド
の
安
全
・
安
心
に
訴

求
し
た
商
品
開
発
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。 

　
ま
た
近
年
、
需
要
の
増
加
す
る
国
外
輸
出
に
つ
い

て
も
、
各
国
固
有
の
味
覚
的
嗜
好
、
法
令
を
的
確
に

（
１
）
鮮
魚
取
扱
形
態
別
対
策 

①
鮮
魚
事
業 

ア
．
日
配
的
な
鮮
魚
販
売
拡
充
に
よ
る
系
統
鮮

魚
の
販
売
強
化 

イ
．
価
格
下
落
時
の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
策
対
応 

ウ
．
系
統
鮮
魚
の
販
売
ル
ー
ト
拡
大
に
向
け
た

取
り
組
み
の
強
化 

エ
．
ア
ジ
ア
圏
へ
の
輸
出
拡
大
に
向
け
た
販
路

の
開
拓 

②
鮮
魚
加
工
事
業 

ア
．
変
化
す
る
水
揚
げ
環
境
に
対
応
す
る
加
工

体
制
の
整
備
と
拡
充 

イ
．
消
費
地
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
商
品
開
発
並

び
に
高
次
加
工
へ
の
対
応 

ウ
．
流
通
実
態
に
即
し
た
商
品
形
態
の
開
発 

エ
．
水
揚
げ
増
産
傾
向
に
あ
る
魚
種
の
有
効
活

用
と
加
工
事
業
の
拡
大 

③
鮮
魚
冷
凍
事
業 

ア
．
全
道
凍
結
機
能
の
有
効
活
用
に
向
け
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築 

イ
．
集
中
水
揚
げ
時
に
関
連
部
署
と
連
携
し
た

浜
値
の
底
支
え
対
策
の
実
施 

ウ
．
付
加
価
値
冷
凍
品
の
販
路
開
拓
（
Ｉ
Ｑ
Ｆ

凍
結
品
、
高
鮮
度
冷
凍
魚
な
ど
）  

エ
．
内
販
及
び
輸
出
向
け
原
料
販
売
の
販
路
拡
大 

④
系
統
鮮
魚
取
り
組
み
体
制
強
化 

ア
．
産
地
市
場
連
絡
会
議
を
活
用
し
た
系
統
鮮

魚
の
販
路
拡
充
に
向
け
た
協
議 

イ
．
鮮
度
並
び
に
衛
生
管
理
の
継
続
的
な
指
導

実
施

　
近
年
の
海
洋
環
境
の
変
化
か
ら
来
遊
時
期
の
ズ
レ

や
突
発
的
な
漁
獲
な
ど
、
水
揚
げ
予
測
の
難
し
い
魚
種

が
増
え
て
い
る
中
、
安
定
し
た
水
揚
げ
を
見
せ
る
魚
種

も
あ
り
、
流
通
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
状
況
に
対
し
、
道
産
鮮
魚
貝
類
の
円
滑
な
消

流
を
目
的
に
、
系
統
鮮
魚
を
柱
と
す
る
生
鮮
販
売
の

推
進
と
漁
協
・
関
連
会
社
・
重
点
取
引
先
を
拠
点
と

し
た
加
工
・
販
売
の
体
制
整
備
を
図
り
、
事
業
の
拡

充
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
平
成
30
年
度
は
引
き
続
き
浜
の
要
望
を
踏
ま
え
、

生
鮮
販
売
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
変
化
す
る
水

揚
げ
に
即
応
す
る
浜
と
連
携
し
た
加
工
・
流
通
体
制

の
拡
充
を
図
り
、
魚
価
と
流
通
の
安
定
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
既
存
の
活
動
の
継
続
実
施
に
よ
り
、
昆
布
の

魅
力
の
定
着
を
図
る
。 

　
具
体
的
に
は
以
下
の
通
り 

ア
．
昆
布
の
価
値
を
押
し
出
し
た
販
促
活
動
の

継
続
実
施 

イ
．
昆
布
機
能
成
分
研
究
の
継
続
と
効
果
的
な

発
信 

ウ
．「
食
育
活
動
」「
昆
布
講
座
」
の
継
続
実
施 

エ
．
一
般
消
費
者
が
受
け
入
れ
や
す
い
昆
布
の

使
用
方
法
・
料
理
方
法
の
継
続
的
な
発
信 

オ
．Ｅ
Ｕ
圏
に
お
け
る
普
及
活
動
の
継
続
実
施 

②
異
物
混
入
防
止
対
策 

ア
．
業
界
団
体
と
協
力
し
た
漁
期
前
の
啓
蒙
活

動
の
継
続
実
施 

イ
．
加
工
メ
ー
カ
ー
の
協
力
を
得
た
異
物
混
入

状
況
の
開
示

（
３
）
秩
序
あ
る
輸
入
昆
布
の
取
り
進
め 

　
北
海
道
産
昆
布
の
安
定
流
通
を
基
本
に
、
国
内

業
者
な
ら
び
に
輸
入
相
手
国
と
の
相
互
理
解
に
よ

る
秩
序
あ
る
輸
入
の
継
続
推
進

③
陸
作
業
の
軽
減
化 

　
昆
布
減
産
要
因
の
一
つ
で
あ
る
陸
作
業
の
人

手
不
足
解
消
を
目
的
に
陸
作
業
の
軽
減
化
を
図

る
。 

ア
．
昆
布
生
産
の
省
力
化 

　
本
年
度
実
施
し
た
昆
布
加
工
機
械
の
現
況

及
び
各
地
区
の
生
産
工
程
の
映
像
化
の
取
り

纏
め
結
果
を
浜
へ
紹
介
し
、
昆
布
生
産
の
効

率
化
・
機
械
化
を
図
る
。 

イ
．
昆
布
懇
談
会
の
実
施 

　
各
地
か
ら
若
手
生
産
者
を
参
集
し
て
行
っ

た
懇
談
会
で
の
有
用
な
意
見
を
取
り
纏
め
、

今
後
の
生
産
振
興
対
策
に
取
り
入
れ
る
。

（
２
）
流
通
対
策 

①
昆
布
消
費
の
回
復
・
拡
大 

（
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
、
北
海
道
こ
ん

ぶ
消
費
拡
大
協
議
会
と
連
携
） 

　
ま
た
、
流
通
面
に
お
い
て
は
、
低
迷
す
る
昆
布
の

消
費
を
打
開
す
る
た
め
、
国
内
外
に
て
効
果
的
な
宣

伝
・
販
促
活
動
を
実
施
し
て
い
く
と
同
時
に
、
異
物

混
入
防
止
活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
、「
安
全
・
安
心

な
昆
布
」
の
消
費
者
へ
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

（
１
）
生
産
振
興
対
策 

①
天
然
昆
布
資
源
の
回
復

ア
．
新
規
増
産
対
策
事
業

　
新
た
な
増
産
対
策
と
し
て
「
ロ
ー
プ
を

海
底
に
設
置
し
た
簡
易
的
な
養
殖
」
を
全

道
的
に
試
験
す
る
。

イ
．
人
工
的
種
苗
投
入
実
証
試
験
事
業

　
昨
年
度
が
最
終
年
と
な
っ
た
た
め
、
取

り
纏
め
た
調
査
結
果
を
浜
へ
周
知
し
、
今

後
は
実
施
を
希
望
す
る
組
合
へ
学
術
的
な

後
方
支
援
を
行
う
。 

②
養
殖
昆
布
生
産
の
安
定
化 

　
天
然
資
源
の
減
少
に
伴
い
、
養
殖
昆
布
の
母

藻
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
研

究
機
関
と
連
携
し
た
「
養
殖
昆
布
の
種
苗
安
定

化
」
に
向
け
た
試
験
事
業
を
実
施
す
る
。

調
理
普
及
と
栄
養
訴
求
の
継
続
実
施 

④
コ
ン
サ
ド
ー
レ
等
の
他
団
体
と
連
携
し
た
地
産

地
消
や
魚
食
の
推
進 

⑤
W
E
B
サ
イ
ト
に
よ
る
食
育
活
動
の
二
次
拡
散

　
購
買
事
業
の
主
目
的
で
あ
る
漁
業
経
営
の
安
定
に

向
け
、
平
成
30
年
度
も
引
き
続
き
会
員
と
連
携
し
、

漁
協
系
統
購
買
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

を
積
極
的
に
実
施
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
調
理
師
・
栄
養
士
志
向
の
学
生
及
び
次
世

代
の
消
費
者
で
あ
る
若
年
層
を
対
象
と
し
た
講
座
や

調
理
実
習
の
継
続
に
よ
り
道
産
水
産
物
の
魅
力
発
信

と
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
宣
伝
・
販
促
事
業 

①
道
産
水
産
物
の
売
り
場
確
保
に
向
け
た
、
旬
や

栄
養
面
な
ど
の
優
位
性
を
訴
求
し
た
効
果
的
な

宣
伝
活
動
の
推
進 

②
テ
レ
ビ
や
雑
誌
、
交
通
広
告
等
の
活
用
に
よ
る

道
産
水
産
物
の
魅
力
の
発
信 

③
W
E
B
や
S
N
S
を
活
用
し
た
宣
伝
活
動
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
展
開 

③
大
手
調
味
料
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
簡
便
な

メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
と
売
場
で
の
タ
イ
ア
ッ
プ
販
促 

④
昆
布
の
機
能
性
研
究
の
継
続
及
び
研
究
成
果
の

発
信 

⑤
外
国
人
観
光
客
が
集
ま
る
時
期
に
道
産
水
産
物

の
魅
力
の
発
信 

⑥
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
等
の
他
団
体
と
協
力
し

た
宣
伝
・
販
促
活
動
の
実
施

（
２
）
食
育
事
業 

①
調
理
師
や
栄
養
士
を
目
指
す
学
生
に
対
す
る
道

産
水
産
物
の
優
位
性
を
訴
求
し
た
食
育
講
座
の

継
続
実
施 

②
園
児
・
小
学
生
、
そ
の
保
護
者
な
ど
若
年
層
向

け
の
食
育
講
座
の
継
続
実
施 

③
料
理
教
室
の
全
国
展
開
に
よ
る
道
産
水
産
物
の

（
２
）
商
品
の
品
質
・
衛
生
管
理
な
ら
び
に
表
示

の
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み 

①
本
会
取
扱
製
品
の
表
示
の
適
正
化
な
ら
び
に
商

品
仕
様
書
の
一
元
管
理
に
向
け
た
取
り
組
み
継

続 

②
平
成
32
年
度
の
食
品
表
示
法
の
完
全
施
行
に
伴

う
表
示
の
徹
底
指
導
の
継
続

（
３
）
産
地
市
場
衛
生
管
理
高
度
化
推
進
に
向
け

た
取
り
組
み 

①
産
地
市
場
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た

点
検
の
定
着
化  

②「
重
点
評
価
項
目
」
に
よ
る
衛
生
管
理
レ
ベ
ル

の
維
持
・
向
上  

③
地
区
ご
と
の
産
地
市
場
連
絡
協
議
会
を
通
じ
た

組
織
的
取
り
組
み

（
４
）
全
道
漁
協
職
員
向
け
衛
生
管
理
指
導
の
継

続
実
施 

①
指
導
教
育
部
と
の
連
携
に
よ
る
全
道
ブ
ロ
ッ
ク

別
一
般
職
員
向
け
衛
生
管
理
研
修
会
の
開
催

　
水
産
物
消
費
の
減
退
が
進
行
す
る
中
、
各
種
媒
体

に
よ
る
北
海
道
水
産
物
の
消
費
拡
大
に
向
け
て
積
極

的
な
広
報
活
動
を
展
開
し
ま
す
。 

　
各
協
議
会
と
の
連
携
に
よ
る
各
魚
種
の
露
出
増
加
、

販
売
機
会
の
維
持
・
拡
大
の
た
め
宣
伝
・
販
促
活
動

本
会
直
営
工
場
・
漁
協
工
場
・
提
携
加
工
業
者
等
の

品
質
・
衛
生
管
理
面
で
の
安
全
・
安
心
対
策
に
万
全

を
期
す
べ
く
、
各
種
取
り
組
み
を
継
続
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

（
１
）
本
会
関
連
会
社
食
品
工
場
・
漁
協
工
場
・

提
携
加
工
業
者
の
さ
ら
な
る
品
質
・
衛
生

管
理
レ
ベ
ル
向
上
へ
の
取
り
組
み 

①
定
期
的
な
工
場
点
検
の
実
施
と
各
工
場
の
実
態

に
あ
わ
せ
た
改
善
指
導
の
継
続  

②
重
大
事
故
・
商
品
苦
情
に
対
す
る
危
機
管
理
体

制
の
継
続
強
化  

③
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
制
度
化
に
向
け
た
点
検
指
導

（
１
）
商
品
開
発 

①
原
料
価
格
に
即
し
た
商
品
開
発
（
規
格
の
少
量

化
、
高
次
加
工
等
） 

②
魚
種
変
化
等
原
料
状
況
に
対
応
し
た
商
品
開
発 

③
嗜
好
、ニ
ー
ズ
を
意
識
し
た
商
品
開
発
（
簡
便
、

簡
単
調
理
、
レ
ン
ジ
対
応
等
）

（
２
）
販
売 

①
道
産
、
こ
だ
わ
り
の
訴
求
、
優
位
性
を
生
か
し

た
積
極
的
な
販
促 

②
新
規
商
品
開
発
に
よ
る
商
品
販
売 

③
様
々
な
購
買
層
を
勘
案
し
た
商
品
提
案 

④
道
産
末
端
加
工
製
品
の
海
外
輸
出

（
３
）
品
質
管
理  

①
取
扱
商
品
の
定
期
的
な
商
品
点
検 

②
仕
入
工
場
の
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面
の
点
検
、

管
理

　
消
費
者
の
食
品
の
安
全
性
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

る
中
、
産
地
市
場
に
お
け
る
水
産
物
の
水
揚
げ
段
階

か
ら
加
工
・
流
通
に
至
る
ま
で
水
産
食
品
全
般
に
わ

た
る
品
質
衛
生
管
理
体
制
の
強
化
・
適
正
表
示
等
へ

の
的
確
対
応
が
一
段
と
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
30
年
度
に
お
い
て
も
水
産
物
流
通
の
起
点
と

な
る
産
地
市
場
の
衛
生
管
理
レ
ベ
ル
向
上
を
図
る
こ

と
で
道
産
水
産
物
の
安
全
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

捉
え
な
が
ら
、
道
産
ブ
ラ
ン
ド
の
優
位
性
を
生
か
し

た
商
品
販
売
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
度
の
生
産
数
量
は
、
流
氷
被
害
な
ど
に
よ
る

天
然
資
源
の
減
少
か
ら
１
３
、
２
６
０
ト
ン
と
な
り
、

過
去
最
低
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
の
大
減
産

以
降
は
１
万
９
千
ト
ン
を
超
え
る
こ
と
は
な
く
、
１

万
５
千
ト
ン
を
切
る
年
が
目
立
つ
な
ど
、
減
産
基
調

が
続
い
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
昆
布
漁
業
振
興
協
会
と
連
携
し
な
が

ら
、
生
産
回
復
に
向
け
て
、
増
産
対
策
、
陸
作
業
の

軽
減
化
対
策
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。 

〈
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
〉

　
燃
油
価
格
の
上
昇
に
伴
い
漁
業
用
資
材
全
般
の
価

格
動
向
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
良
質
廉
価

な
漁
業
用
資
材
の
開
発
・
普
及
を
進
め
る
こ
と
で
、

既
存
資
材
価
格
に
対
す
る
牽
制
を
図
る
と
と
も
に
、

漁
業
経
営
コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め
ま
す
。 

〈
漁
業
用
燃
油
〉

　
原
油
価
格
は
世
界
的
な
減
産
合
意
の
拡
大
や
中
東

の
政
情
不
安
を
受
け
上
昇
基
調
に
転
じ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
も
石
油
元
売
り
の
合
併
や
合

併
協
議
が
進
展
し
、
需
給
調
整
が
進
む
中
で
す
が
、

引
き
続
き
燃
油
取
り
扱
い
の
系
統
集
中
化
促
進
と
燃

油
施
設
整
備
を
通
じ
、
燃
油
価
格
の
低
減
化
と
安
定

供
給
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

〈
施
設
・
機
器
〉

　
漁
業
生
産
の
省
力
化
・
効
率
化
を
図
り
、
浜
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
各
種
機
器
の
開
発
・
普
及
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

（
１
）
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材 

①
重
点
品
目
（
タ
イ
ナ
イ
ロ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
養
殖

籠
）
の
取
り
扱
い
強
化 

②
刺
網
仕
立
工
場
減
少
対
策
と
し
て
海
外
で
の
試

験
仕
立
継
続 

③
ぎ
ょ
れ
ん
マ
リ
ノ
サ
ポ
ー
ト
㈱
と
の
体
制
整
備

に
よ
る
営
業
力
強
化 

④
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
評
価
推
進
委
員
会
活
動
・

漁
協
各
部
会
等
を
通
し
た
、
ブ
ラ
ン
ド
資
材
の

P
R
活
動
及
び
拡
販
強
化

（
２
）
漁
業
用
燃
油 

①
高
い
系
統
利
用
率
を
背
景
と
し
た
漁
協
系
統
仕

入
力
の
維
持
・
向
上 

ア
．
価
格
低
減
化
及
び
系
統
利
用
率
向
上
に
向
け

た
漁
業
用
燃
油（
特
に
軽
油
）の
取
り
扱
い
推
進

②
共
有
燃
油
施
設
再
編
整
備
計
画
の
推
進 

③
系
統
燃
油
施
設
の
保
全
管
理
体
制
強
化 

④
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
軽
油
免
税
券
申
請
事
務
軽
減
ソ
フ
ト

の
普
及

（
３
）
各
種
資
材 

①
木
函
か
ら
エ
コ
コ
ン
テ
ナ
等
衛
生
的
容
器
へ
の

代
替
促
進 

②
鮮
度
保
持
向
上
の
た
め
、
大
型
タ
ン
ク
（
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
・
ス
テ
ン
レ
ス
）
の
普
及
促
進 

③
耐
久
性
の
あ
る
国
産
大
型
パ
レ
ッ
ト
の
普
及
促
進

（
４
）
施
設
・
機
器 

①
こ
れ
ま
で
開
発
し
た
商
品
や
重
点
商
品
の
普
及

促
進 

ア
．
か
き
重
量
選
別
機  

イ
．
ほ
た
て
耳
吊
り
用
穴
あ
け
機

　
か
つ
て
な
い
水
揚
げ
減
少
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
、

北
海
道
の
水
産
業
は
加
工
か
ら
流
通
に
至
る
あ
ら
ゆ

る
業
界
に
お
い
て
厳
し
い
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
さ
ら
に
、
働
き
方
改
革
な
ど
政
府
主
導
に
よ
る
急

激
な
雇
用
環
境
改
善
機
運
の
高
ま
り
が
そ
れ
に
拍
車

を
か
け
て
お
り
、
業
・
事
務
合
理
化
に
よ
る
生
産
性

の
向
上
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
厳
し
い
環
境
下
、「
浜
か
ら
頼
ら
れ
る
」
系
統

組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
中
期
的
事
業
推
進
方
向

に
基
づ
き
果
敢
に
諸
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

会
員
配
当
の
継
続
、
財
務
基
盤
の
強
化
、
経
営
体
制

の
強
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
１
）
経
営
基
盤
の
強
化 

①
共
販
体
制
及
び
系
統
利
用
率
の
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
の
強
化 

②
会
員
配
当
の
継
続
と
計
画
的
な
内
部
留
保
に
よ

る
財
務
基
盤
の
強
化 

③
保
有
資
産
の
健
全
性
確
保
及
び
効
果
的
な
設
備

投
資
の
実
施

（
２
）
生
産
性
の
向
上 

①
雇
用
環
境
に
対
応
し
た
人
事
制
度
の
検
討 

②
電
算
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
た
業
・
事
務
合
理
化

の
推
進 

③
人
材
育
成
計
画
に
基
づ
く
職
員
教
育
の
継
続 

④
関
連
会
社
を
含
め
た
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
適
正

人
員
配
置
の
実
施

（
３
）
グ
ル
ー
プ
危
機
管
理
体
制
の
拡
充 

①
取
引
先
の
情
報
把
握
及
び
債
権
管
理
の
徹
底 

②
関
連
会
社
の
経
営
管
理
機
能
の
強
化
、
リ
ス
ク

管
理
の
徹
底 

③
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
経
営
の
継
続 

④
総
合
的
な
品
質
衛
生
管
理
体
制
の
維
持昨年行われた第68回ぎょれん通常総会

上下別色のフロートやかき籠など、浜の要望にあわせ、
より使いやすい資材の開発、商品展開も行っています

調理専門学校（上）や小学
生、その保護者（下）など、
様々な年代を対象に食育に
取り組んでいます
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　漁業者のみならず、多くの人の生業の場であり、島国・日本と様々な国をつないでいる海。そんな海の
安全・安心を守っているのが海上保安庁です。その中でも、北海道の海を管轄する第一管区海上保安本
部について今月と来月の２回に分けてご紹介します。

北海道の海の安全を守る
第一管区海上保安本部 ～前編～

なり わい

　日本の海の安全と治安を守る海上保安庁。そのなかで、北海
道から沖縄まで、日本の海を11の海域に分けて業務に当たって
いるのが海上保安本部です。11の海域のうち、北海道周辺海域
を担当するのが、第一管区海上保安本部。道内に８つの海上保
安部、７つの海上保安署、１つの分室、３つの航空基地を持ち、
それらを小樽にある海上保安本部（以下：一本部）が統括して
います。全道で20隻の巡視船、17隻の巡視艇、15機の航空機
を擁し、1,200人以上の職員が日々業務に当たっています。
　一本部の業務内容は大きく８つに大別されますが、今月はそ
のうち５つをご紹介します。
　　
 治安の確保
　領海で正当な理由なく停泊・はいかい等を行う外国船舶の監
視・取締りなどの警備を行うほか、北方四島周辺に常時巡視艇を
配備し、漁船の被だ捕・被銃撃等の防止を図っています。また、
密漁や外国漁船による違法操業等の監視・取締りも行っており、
その際には漁業者からの通報も重要な情報源となっています。
　銃器・薬物や不法入国者の流入やテロリストの侵入、不審物の
持ち込みを水際で防止すべく、巡視船艇・航空機による監視・警
戒や、外国から入港する船舶に対する立ち入り検査を行っている
など、領海警備の他、海上犯罪やテロの未然防止のために徹底し
た監視取締りを行っています。
　　
 生命を救う
　海難事故発生の際には、各地に配備された巡視船艇・航空機で
迅速・的確な救助に当たっています。北海道での平成29年の船舶
事故件数は92隻で、そのうち６割に当たる５４隻が漁船です。事
故の内容は、衝突や機関故障、運航阻害が多く、死者・行方不明
者も３名となっています。昨年３月には、羅臼で帰港中の漁船８
隻が海氷に進路を阻まれ、身動きできなくなる事案がありました。
この際には、巡視船と航空機が救助に出動し、無事帰港すること

ができています。
　また、小型漁船やプレジャーボート、マリンレジャーの事故等
を防止するため、浜や子供たちを対象にした安全教室などで、幅
広い年齢層を対象として安全啓発活動を行っています。

 災害に備える
　いつ起こるかわからない災害に備えた体制作りも業務の一つで
す。北海道周辺では大型タンカーも多数行き来するため、大規模
な油排出事故などに備えた合同訓練などを実施し海上防災体制の
充実を図っています。
　また、大規模地震や津波、火山の噴火などの自然災害の際には、
自治体などの関係機関と連携して被害者の救出、人員・救援物資
の緊急輸送、被害状況の調査などの災害応急活動を行います。そ
のため、日頃から災害に備えた体制整備や連携訓練等を行ってい
ます。
　　
 交通の安全を守る
　船舶が安全に航行できるような環境整備も海上保安庁の業務の
一つ。北海道沿岸海域を航行する船舶自動識別装置（AIS）搭載船
舶への情報提供や注意喚起を行っている他、海の安全情報の提供
や緊急情報メールの配信などを行っています。
　また、海難防止講習会や訪船指導などの海難防止活動とともに、
港内における安全対策や航路標識の整備と管理も海の交通安全に
は欠かせません。近年は災害対策として、灯台の耐震、耐波浪補
強や太陽電池化の他、省エネ・環境に配慮した光源のLED化を促
進しています。
　　
 海をつなぐ
　日本は海を通して隣接する国々とつながっているため、海上保
安庁の業務の遂行のためには外国関係機関との幅広い連携と協力
が重要となります。その中でも、一本部ではロシア連邦保安庁国
境警備局とともに、密漁、密輸・密航等の不法活動の取り締まり
のための合同訓練や洋上会議を行い、連携を強化しています。
　また、救難技術の指導を行うなど、（公社）北海道海難防止・水
難救済センターなど民間団体との協力も推進しているほか、巡視
船の体験航海や一般公開を通した地域との交流も重要な業務です。

海の警察であり、消防でもある海上保安庁は、5月1日で
創設70周年を迎えます。来月の後編では海を知り、守る
仕事について紹介します。

稚内

留萌

小樽

室蘭

●

●
●

●

●

●◎

●

函館
●

江差

瀬棚

●

●

紋別
●

網走
●

羅臼
●

根室

釧路

釧路基地

広尾

浦河

苫小牧

●

●
▲

千歳基地
◎海上保安本部…1
●海上保安部……8
●海上保安署……7
■分室……………1
▲航空基地………3

▲

函館基地▲

花咲
■

オホーツク海での違法
操業外国船の追跡
（上）と根室で押収さ
れたかに（右）

苫小牧でのヘリコプターによる吊上げ救助

網走で行われた排出油処理訓練

ロシア・サハリン州の国境警備局と合同訓練

救難技術の指導も各地で行っています

氷の除去など灯台の管理
も重要な業務（上）
海の安全情報（スマート
フォン版）はこちらから（左）

ⓒJCGF
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　次のクロスワードを完成させ、○印に当たる言葉をうまく並べて
ください。5月5日は端午の節句ですね。端午の節句といえばこいのぼ
りですが、床の間に飾り物を飾るお宅も多いのではないでしょうか。飾り
物にはお子さんがたくましく、健やかに育ってほしいという想いが込め
られているそうですよ。

くわしい応募方法は、１７ページをご覧ください。
抽選で５名様に図書カードをプレゼントします。

解 答 となります。

間違いは5つです。

※答えは17ページにあります。

バラバラにすること
上昇⇔
しし座とてんびん座の間は「〇〇〇座」
日光がつくる影の位置で時刻を計る
時代劇の「水戸黄門」の切り札
７０歳の長寿の祝い
〇〇の皮が突っ張る
水切り遊びの道具
結婚したい人が行う
端午の節句に入るのは何湯？
これをやめるのを禁煙と言う
花を重しの間に挟んで作る
ポエムを作る人
空にぽっかり浮かんでる

①
④
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑮
⑰
⑲
㉑
㉒

○印に当たる言葉を
うまく並べてください。

4月号の解答と当選者
イチネンセイ

クロスワードパズル

間違い
さがし

※右と左の絵には、5ヵ所の異
なるところがあります。
　さあ、見つけてください。
　（印刷のズレや汚れは関係
ありません。）

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ コ の カ ギ

ブレイクタイム Break Time

①
②
③
④
⑤
⑥
⑧
⑩
⑪ 
⑫
⑬
⑭
⑯
⑱
⑳

よい匂い
運命の人は赤い○でつながっている？
「はぁ～」とつく
花の活け方を習う
古い石などに生える緑色の植物
春の連休＝ゴールデン○○○○
物語や映画の女性主人公
古本屋で販売
ラッキーアイテム「〇〇〇のクローバー」
慎重な人は叩いて渡る
手をグーに握るとできる
武士の魂と言われる
韓国の通貨
５月５日は「〇〇〇の日」
太鼓を叩く棒

1 2 6

1312

11

87

9

10

43 5

18

19

15 16

20

21 22

17

14

1 2

6

1312

11

87

9 10

43 5

18

19

15 16

20 21

22 23

17

14

サ
ハ ネク

リ イ

ツケク
セ ル ムラ ドン

トリ ン
タ ン トニクリ

チビ ク コ

ガ

ネ
ワサ ン イオウル

ケ シリンミケ

クイツ マレ イ

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

泉谷　泰三さん
西山久美子さん
小薮　亜誠さん
ふくふくさん
わ　か　ばさん

島 牧 村
知 内 町
北 斗 市
函 館 市
函 館 市

　「浜の家族物語」では、「なみまるくん」の表紙に
登場いただいたご家族を紹介します。今回は、根室
漁協の横田さんご一家です。
　
青年部活動は家族の理解があるから
　
　春のわらづか刺し網、夏のしまえび籠、秋の小定
置と親子で船に乗っている和馬さん。「魚が好きで、
小学校から魚の選別を手伝ったりしていました。網
とかロープの補修が好きなので、陸仕事も苦になら
ないですね」と話してくれました。
　和馬さんは根室漁協の青年部長を務めて4年。昨年
からは根室地区漁青連の副会長を、今春からは根室
市内4単協の青年部で構成される団体の副会長も務め
ています。6月には今年度最初の地区青年部による出
前授業を控えるなど、漁に加えて青年部活動などで
忙しい日々を過ごしています。「特に冬には会議や研
修などで週末に家を空けることも多いですが、家族
には理解してもらっていて本当に感謝しています
ね」と苦笑します。
　

今年は潜水士としても活躍したい
　
　菜摘さんは地元 根室出身。「祖父母は漁師だった
ので、いくらを漬ける際は祖母直伝の方法で作りま
す。漬けてから30分混ぜ続けるのがコツなんです
よ」と教えてくれました。
　姉の莉愛ちゃんは、妹のみならずパパの忘れ物に
も気がまわるしっかり者の年長さん。幼稚園で行わ
れた誕生会では、「いっぱいおさかなとってくれてあ
りがとう」という感謝の言葉で和馬さんを涙目にさ
せました。年中さんの莉桜ちゃんはやんちゃで歌う
事が大好き。「将来はミュージカル女優が向いている
かな」と菜摘さんは笑います。2人
そろってプリキュアが大好きで、今
回の写真撮影の際にもポージングを
ばっちり決めてくれています。
　昨年から組合の依頼を受けてうに
の調査なども行っている和馬さん。
「今年度は潜水士の仕事をもっと
やって、経験を積んでいきたいです
ね」と目標を教えてくれました。

よこ　　た

家 族
物 語浜の

今月の

表紙に登場いただいたご家族を紹介いたします。

【横田さんご一家】　横田 和馬さん（２８歳）、菜摘さん（２５歳）、莉愛ちゃん（５歳）、莉桜ちゃん（４歳）
なつみ りあら りおなかずまよこた

根室漁協 横田さんご家族
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　4月4日（水）から6日（金）の3日間、札幌の第二水産ビ
ル8階で、平成30年度漁協新採用職員を対象にした研
修会が開催されました。（直近及び中途採用職員含む）

　初日の講義は「漁業・漁協をめぐる情勢」に始まり、
昼食をはさみ「漁協のあらまし」を受講。ここで漁協と
会社の違う点、協同組合原則などについてしっかり学び
ました。休息後「漁協のコンプライアンス」について講
義があり、漁協職員としての自覚した行動について学び
ました。
　引き続き必ず役立つ「漁協簿記入門」です。初めての
人には難しそうな科目ですが、「何のために簿記を学ぶ
のか」が講義の中心。講義を担当したぎょれんの職員が
簿記を学んだ時に「つまずいた所」を引き合いに出し、
簿記の仕組みをわかり易く解説しました。夕食後は、
ぎょれんの業務と役割について説明を受け終了となりま
した。
　二日目は終日「職場のマナー」について。
　学校では教えてくれない社会人としての自覚や言葉遣
い、仕事の進め方について、グループに分かれ模擬実践
が繰り返されました。職場で大事なことは人間関係を良
好に保つこと。そのためには「自分」を相手に知っても
らうことが大事。講師となった人事マネジメント研究所

の宮島先生は、自身の職場での経験を紹介しながら、社
会人としての心構えの差が、将来の自分の処遇に大きく
響いてくると説明しました。グループごとの話し合いや
役割分担による発表が繰り返され、講義の終了時には、
当初見られなかったチームワークも随所に見られ、仲間
意識が一気に高まりました。
　最終日は早朝5時、ホテルロビーに集合。バスで移動
し、札幌市中央卸売市場を訪問。市場の役割や水産物取
扱高について説明を受け、実際のセリ風景を視察しまし
た。市場視察後の研修では、しんれん・基金協会・共済
組合・共水連など系統連合会の役割について受講。引き
続き、二班に分かれ、ぎょれん・しんれん等の系統5団
体事務所を訪問。職場の皆さんにご挨拶しました。その
後、水産ビルの入り口で記念の集合写真を撮影。晴れ晴
れとした皆さんの笑顔が印象的でした。短期集中、ぎょ
れんでの研修は「あっという間」に終了しましたが、こ
れからが本当の勉強。講師一同皆さんの職場での活躍を
心から願っています。

　協同組合運動は「教育に始まり、教育に終わる」と言われ、ぎょれんは多様な研修活動に取り組んで
きました。　　
　戦国時代の武将、武田信玄の言葉として今に伝わる「人は石垣・人は城」。今回は漁協新採用職員研
修の概要を紹介します。

しん げん

ちょっきん

やす

づか

しょぐう

全道漁協新採用職員研修

①「漁業協同組合」と「会社」は違う組織！
②職員として行動する時は、考えながら工夫し進もう！
③研修を通じて仲間や友人をたくさん作ろう！

めざせ新戦力!

漁業の概況や協同組合原則など漁協職員として
必要な知識を受講

ぎょれんの事務所を訪問。拍手で歓迎されました 早朝の札幌市中央卸売市場で水産物の流通を勉強

笑顔でガッツポーズ。学んだことを職場で活かします！

社会人としての心構えを学び、学生気分を一掃

グループ研修でチームワークづくり

研修の目的は３つ

漁協は「沢山の組織と人々で
成り立っている」ことを実感し
ました。

グループワークを通じ他の漁
協の方と交流が出来て財産に
なりました。

どの研修も自分に必要なもの
ばかりでした。

組合に「協同」とついている意
味を考え、人との交流を大切に
していきたいと思います。

教えていただいたように、「行
動」ではなく「考動」を意識して
働いていきたいと思います。

いっそう

参加職員の感想文より
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01全道各地で地区組合長会議を開催

各浜で、平成30年度のぎょれん事業計画を
説明しました

　4月3日（火）～12日（木）にかけて、ぎょれんは2班に分か
れて、各地区の組合長会議に出席しました。会議では平成
29年度決算見込み、平成30年度事業計画の基本的な考え
方等について説明がなされ、漁協幹部の皆様と意見交換を
行いました。今後、各浜から寄せられたご意見・ご提言を
活かしながら事業計画を策定し、今年度の事業を推進して
いきます。

１０周年記念酒のラベルは大漁旗をモチーフに、管内で
漁獲される魚種をあしらいました。記念ポスターやリー
フレットも作成し、PR体制も万全

贈呈式で安田常務（右）からパネルを受け取ったのは、
自らも寮で暮らす藤村選手（中央）

03記念酒で10周年を盛り上げます

留萌地区漁青連の船積み酒
「漁師の力酒（ちからみず）」が１０周年を迎えます

　留萌地区漁協青年部連絡協議会が企画・製造している船
積み酒「漁師の力酒（ちからみず）」が発売から10周年を
迎えることを記念して、10周年記念酒が販売されます。
これまでの船積み酒は、留萌管内の増毛町にある国稀酒造
㈱の「佳撰」（旨口）「鬼ころし」（超辛口）を原酒として
きましたが、10周年記念酒は同蔵の「千石場所」が原
酒。40～50日の間船に積み、原酒とはまた違った味わい
となっています。
　今年度の生産量は旨口・超辛口と10周年記念酒合わせ
て4,000本を計画。増毛町の酒店の他、5月26日（土）、
27日（日）に増毛町で開催される「増毛春の味祭り」を皮
切りに、管内各地のイベント等で販売されます。

02道産水産物の力でＪ１での活躍を後押しします

北海道コンサドーレ札幌の選手寮へ
水産物の寄贈を行います

　昨年に引き続き、ぎょれんは4月から1年間、クラブパー
トナーを務める北海道コンサドーレ札幌（以下コンサドー
レ）の選手寮へ、旬の道産水産物計50万円の寄贈を行いま
す。これまでもぎょれんとコンサドーレは共同で食育教室
を開催するなどしてきましたが、栄養豊かな水産物を食べ
てもらうことで、一層の活躍を願う取り組みです。
　3月18日（日）札幌ドームで行われたコンサドーレ主催の
試合では、ぎょれん安田常務より目録パネルの贈呈が行わ
れ、来場した観客1万3千人の観客からは大きな拍手がおく
られていました。

胆振地区組合長会議の様子

ご挨拶した川崎会長

入賞作品は２０１９年ぎょれんカレンダーに採用！

「海の四季 フォトコンテスト」を開催します

身近な写真愛好家にもお声掛けください。たくさ
んのご応募をお待ちしています！

　ぎょれんでは、昨年に続き「北海道の海・浜・港の四
季を感じる風景写真」を広く募集する「海の四季フォト
コンテスト」を開催しています。入賞作品（6点）は
「2019年ぎょれんカレンダー」に採用するほか、採用
者には海の幸セットをプレゼントします。また、昨年に
引き続き、より多くの人に気軽に応募してもらうことを
狙って、応募者全員の中から50名様に水産加工品をプ
レゼントします。
　応募受付は9月10日（月）まで。応募方法等の詳細は、
本誌に折り込んでいる応募チラシをご覧ください。たく
さんのご応募をお待ちしています！
　※カレンダーとして印刷するため、大きめの画像データサイズを推奨していま
す。詳しい推奨サイズ等はチラシをご覧ください。
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　当管内で3月下旬より一部の地域
で始まっていたほたて稚貝の出荷は、
4月に入り全地区にて本格化し、各地
毎朝賑わいを感じさせる時期となりま
した。また、春漁も最盛期を迎え、刺し
網漁での真がれい水揚げは管内合計
日産で10～15トン程度にまとまる日
が続いています。今後共に凪に恵ま
れ、それぞれの漁が順調に行われます
よう祈念しています。

　稚内は路肩に残っていた雪も見えな
くなり、温かい春の風を感じる頃となり
ました。管内オホーツク地区ではほた
て漁業の漁場造成が順調に進み、今年
度は管内水揚げが低気圧被害から回
復する見込みにあることから、本操業
を前にあわただしく準備を進めていま
す。ここからが本番、せわしくなくなる
時期ではありますが、安全操業、大漁
を心より祈願しています。

　寒さの続いたオホーツク海にも少し
ずつ春の兆しが感じられるようにな
り、ほたての漁場造成、毛がに籠漁の
水揚げが行われています。加えて底曳
網漁、刺網漁では、にしん、かれいなど
多くの魚種が水揚げされ、浜は賑わい
を見せています。これから忙しさを増
していきますが、皆様の今後の安全操
業と大漁を心より祈願しています。

　本年4月10日より鮭・鱒流し網漁が
解禁となりました。解禁当日、根室管
内からは操業する27隻のうち、21隻
が出漁しました。歯舞市場では、16日
に約1．3トン（昨年0．7トン）の水揚げ
があり、初競りでは時鮭が浜値
k@3，900～3，400（昨年k＠4，400～
3，400）となりました。少しずつ気候も
暖かくなり、春の訪れを感じるように
なっています。関係者におかれまして
は、今後も皆様の安全操業と益々の豊
漁を祈願しています。

　例年よりも暖かい日が続く当管内
では、春漁のメインである鮭鱒流し網
が4月10日から出漁しました。昨年は
不漁に悩みましたが、今年は一昨年以
上の豊漁となることを祈っています。
また、4月末からはもう一つのメイン
である春定置網漁が開始される予定
であり、いよいよ春本番を迎えつつあ
ります。こちらも豊漁と引き続きの安
全操業を祈っています。

　4月に入りましたが、日高管内は時
化模様の日が多く、思うように操業出
来ない日が続いています。浜では4月
20日解禁となる春定置網漁に向けて
網入れの準備が行われていて、岸壁に
は土のうがずらっと並べられていま
す。春定置では本鱒・時鮭などが主に
水揚げされますが、今年は本鱒が好漁
との噂もあり期待がかかります。また、
昨年は時鮭が大幅減産だったため、今
年こそ豊漁となるよう祈願していま
す。

　管内養殖ほたて漁も終盤を迎え、水
揚げも残すところ数回となっていま
す。各漁場では定置の網入れが進み、
春定置の水揚げが始まりました。今年
は本鱒の来遊が早く、現在k@1,500
と高値でのスタートとなっています。
水揚げの本格化は連休明け以降の見
込みです。生産者の方々の安全操業と
大漁を祈願しています。　

　4月上旬より、各浜では定置網漁が
始まっています。現在、本鱒定置網で
水揚げされていて、市場も賑いの様相
を見せています。南かやべの定置網は
「大謀網」と呼ばれ、例年、夏にはさ
ば、秋にはいか・ぶり・いわし、冬には助
宗など季節ごとに様々な魚が水揚げ
されます。4月の下旬には、全ての支
所で定置網漁開始予定となっており、
今期の豊漁と、安全操業を切に願って
います。

　桜の便りが全国各地から届く今日
この頃、ひやま地区では、4月初旬から
江差支所を皮切りに各支所でなまこ
漁が次々と開始されています。主に桁
曳・潜水で水揚げされていて、数量は
例年並み、価格はｋ＠4,000台後半か
ら5,000台後半となっています。今後
もより一層の水揚げが続き、浜が活気
づくことを期待してやみません。今期
の豊漁と、安全操業を切に願っていま
す。

大漁
祈願！ 　4月初旬から春の風物詩「ほたて稚

貝」の出荷が始まりました。時化に悩ま
されることも多いですが、出荷された
稚貝が道東・オホーツクの海で大きく
育つことが期待されます。また、4月下
旬からはこうなご漁が始まります。道
外では禁漁の地区が多く、道内の水揚
げに注目が集まっています。春漁を迎
え忙しいシーズンですが、安全な操業
と順調な水揚げとなることを祈念して
います。
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みなさんのお便りでつくる
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公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター

海 難 ゼ ロ  一 人 ひ と り の  心 が け

次の①～③を明記の上、ご応募ください。抽選
で５名様に図書カードをプレゼントします。

①なみまるおたより箱への投稿（お便り、写真、
イラスト等）や、広報なみまるくん5月号への
感想・ご意見など（※150字程度まで）

　②11ページのクロスワードの答え
　③住所・氏名・年齢・電話番号

※「なみまるおたより箱」には①からご紹介します。ご応募いた
だいた方の個人情報は、図書カード進呈や、お便り、写真、
イラスト等の掲載（氏名、年齢、市町村名）にのみ使用いた
します。写真やイラストは、返却できませんのでご了承ください。

〈宛先〉 5月22日までにお送りください。　
（郵便） 〒060-0003
　　　 札幌市中央区北３条西７丁目１番地
　　　 北海道ぎょれん 総務企画部 広報担当　

（ＦＡＸ） 011-242-3543　
（電子メール） info@gyoren.or.jp
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特集

西網走漁協

國分　豊子さん

・カット乾燥わかめ・・・１０ｇ
・ほたて（貝柱）・・・６～８個
・塩、こしょう・・・各少々
・片栗粉・・・小さじ１
・サラダ油・・・大さじ１
・ごま油・・・大さじ１

・梅肉・・・大さじ１・１/２
・しょうゆ・・・小さじ１/２
・酒・・・大さじ１/２
・みりん・・・大さじ１/２

今回は「ほたてとわかめの梅肉炒め」をご紹介し
ます。乾燥はもちろん、余らせることの多い塩蔵
わかめを塩抜きしたものでもおいしく作ることが
できます。ごま油と梅肉で炒めることで香ばしく、
さっぱりした味に仕上がりますよ。

材料（4人分）

ほたてとわかめの
梅肉炒め

さっぱりとした味で、夕食の一皿にも、お酒のお供にも

浜のおかあさん

レシピ

乾燥わかめは、水で戻し、水けを切っておく。
ほたては厚みを２等分し、塩、こしょうをして片
栗粉を軽くまぶす。
フライパンにサラダ油を温め、ほたての両面をこ
んがりと焼き、取り出す。
フライパンにごま油を足し、戻したわかめを加え
て炒め、油がなじんだら混ぜ合わせたＡを加えよ
く炒める。ほたてを戻してあえたら出来上がり。

❶
❷

❸

❹

作り方

平成30年度 ぎょれん事業計画－後編－
北海道の海の安全を守る
第一管区海上保安本部 ～前編～
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